

































 生理食塩水投与群での，NO 産生量は基礎値に比しホルマリン投与 40，50，60，70 分後





有意差は認められないものの，第２相（5～60 分）における flinching 総数は，プロポフ
ォール投与群が生理食塩水投与群に比し，有意な減少が認められた． 
 以上より，自由行動下ラットのホルマリンテストにおける低用量プロポフォールの腹腔
内投与が，脊髄くも膜下腔のNO産生を減少させるとともに，ホルマリンテストによる第２
相の疼痛行動を減少させたことから，低用量プロポフォール投与が炎症性疼痛に起因する
痛覚過敏の発現を抑制する可能性が示唆された． 
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